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欧州紀行(2) マインシフ・リラックスに乗船 
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 6 月 28 日、日曜日。いよいよ「マインシフ・リラックス」へ乗船する朝となりました。

まだ時差ぼけ状態で 5 時前にホテルで目が覚めましたが、深夜からの雷雨がまだ残ってい

て、時々シャワーのような雨が降っていました。AIS でチェックすると「マインシフ・リラ

ックス」がキール港に入ってきて、反転して、後進で市街地側のクルーズターミナルに近づ

いてきていました。ホテルから 20 分ほど歩けばクルーズターミナルに付けそうなので、雨

さえあがれば徒歩でいくことにしました。ただ、船会社からのチェックイン指定時間は 15

時からとなっており、自由なチェックインは有料とのことでした。 

 11時にホテルを出る頃には青空もでて、全日の40℃という酷暑も嘘のように、気温も20℃

くらいまで下がっていたので、荷物もありましたが、ターミナルまで歩くことにしました。

到着すると荷物をすぐに預かってくれたので、チェックインの 15 時までの時間を利用して、

近くの海事博物館を見ることにしました。ずいぶん昔に来たことはありますが、質素な展示

はそのままで、新しいものとしてはカラーラインのフェリーの模型などが増えていました。

博物館に隣接した食堂で、カリーブルスト(カレー味のソーセージ)で昼食をとりましたが、

それでも 15 時までは、だいぶ時間があります。すぐ横の港内フェリーの桟橋の時刻表をチ

ェックしてみると、12 時 12 分のラボエ行きに乗船して戻ると、ちょうど 15 時すこし前に

帰ることができることがわかりました。「マインシフ」に続いて、初対面のドイツ客船「ド

イッチェランド」も隣に到着していたので、2 隻の姿を洋上から撮影することもできます。

さっそく乗船することにしました。今回のキール滞在中で 3 回目のラボエ行きとなりまし

た。 

クルーズターミナル・オストゼー桟橋に停泊した「マインシフ・リラックス」です。LNG燃料の供給船が接舷していまし

た。「マインシフ・リラックス」は下部の幅が広く、ダックテール型の船尾が特徴的です。上部構造はボートデッキよ

り上の幅が狭くなっていますが、19 層まである高層型です。



 

 

 
停泊する「マインシフ・リラックス」(左)と「ドイッチェランド」。 

 

 SFK のフェリーがラボエまで行く途中で、キール運河に入るために錨泊中の「アマディア」

の姿が見えました。またラボエを出た後、キール港を出港してノルウェーのオスロに向かう

「カラー・マジック」と反航して、よい写真が撮れました。 



 
キール港を出港してオスロに向かう「カラー・マジック」(左)が、キール運河通過待ちで錨泊中の「アマディア」(元

「飛鳥」)の横を通っていきました。 

 

 フェリー桟橋まで戻ってきて、すぐ隣のクルーズターミナルに移動して、「マインシフ・

リラックス」へのチェックインをしました。オンライン・・チェックインをインターネットで

していたので、パスポートのスキャンと顔写真撮影をしただけで乗船ができました。 

 さて、「マインシフ・リラックス」は、ドイツの旅行社 TUI と米ロイヤル・カリビアンの

合弁会社である TUI クルーズが、ドイツ語圏のマーケットをターゲットにして運航するク

ルーズ客船で、9 万総トン級船隊を揃えた後に新造に入った 4 隻の 16 万総トン級船の第 1

船で、2025 年 2 月に伊フィンカンテリ造船所で竣工したばかりです。旅客定員は 4000 名弱

で、乗組員は 1100 人。全長 332m、型幅 41.8m。LNG 燃料で 2 基のアジポッド推進器で、最

高速力は 21 ノットです。 

 TUI クルーズは、日本には代理店がなく、クルーズ会社に直接インターネットで申し込み、

クレジットカードで支払いをしました。船内用語はドイツ語で、事前にインターネットで送

られてくる情報も基本的にドイツ語でしたので、船内サービスの内容についてはほとんど

目を通さずに、これまで乗船したクルーズ客船と同じであろうと、たかをくくって乗船しま

した。しかし、キャビンに入ってみても全く船内サービスに関する情報はなく、夕食の場所

も時間も分からないまま。しかたなくゲストリレーションに行って聞いてみると、紙情報は

なく、すべてスマホの同社アプリで調べられるとのことで、そのアプリの設定調整と使い方

を教えてもらいました。2つの無料レストランが、オープンしている時であればいつでも食

事を食べることができ、有料のスペシャルレストランもスマホから簡単に予約が可能であ

ることが分かりました。 

 

 

 

筆者が利用したバルコニー付きのキャビン。

船上レストランと一部のバーでのアルコー

ルを含む飲み物が無料、インターネット接続

料込みで、1 泊あたり 5 万円弱でした。バル

コニー付キャビンが 85%ですが、予約したキ

ャビンは視界が一部遮られるとのことで安く

なっていました。もちろんシップウォッチング

がしやすい左舷側のキャビンです。 



 
リバークルーズ客船「ヨハネス・ブラームス」が出港していくのが船上から見えました。そ

の後、同船の行方を AIS で追ってみると、キール運河を通過してから、エルベ川を遡ってい

くのが確認できました。 

 
出港する「マインシフ・リラックス」の船上からキール運河に入っていく・「アマディア」の

姿が見えました。 

 
キール港の入口のラボエの全景です。長い海岸線で多くの人々が海水浴をしていました。 



 
ラボエの保存潜水艦です。 

 

 


